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桜
の
便
り
が
届
く
こ
ろ

春
の
農
作
業
が
は
じ
ま
る

新
し
い
時
代
へ
の
昂
揚
を
感
じ
な
が
ら

桜
の
便
り
が
届
く
こ
ろ

春
の
農
作
業
が
は
じ
ま
る

新
し
い
時
代
へ
の
昂
揚
を
感
じ
な
が
ら

春の訪れを告げる田人町の石割桜春の訪れを告げる田人町の石割桜春の訪れを告げる田人町の石割桜

↑花崗岩を割って成長している様子↑花崗岩を割って成長している様子



個
人
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体
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個
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・
団
体
の
部
︵
団
体
︶

青
年
の
部

いわき市農業委員会だより 第181号（2）2019年（平成31年）4月1日

豊
田

　新
一

　
さ
ん
（
60
歳
）

受
賞
理
由

受
賞
理
由

　地
域
の
森
林
整
備
の
推
進
に
努
め
、

森
林
・
林
業
の
現
場
の
第
一
線
に
40

年
以
上
携
わ
っ
て
い
る
。

　平
成
30
年
６
月
に
本
市
で
開
催
さ

れ
た
第
47
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会

で
は
福
島
県
実
行
委
員
会
会
長
を
務

め
、
ま
た
、
福
島
県
林
研
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
や
田
人
林
業
研
究
会
の

会
長
と
し
て
、
様
々
な
体
験
教
室
や

講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
本
市
林

業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

平成30年度いわき市農林業賞受賞者決定平成30年度いわき市農林業賞受賞者決定
　去る2月1日（金）に、いわき市の農林業の発展等に顕著な実績をあげられた農林業者等を表彰する「いわき
市農林業賞」の平成30年度表彰式がクレールコート（内郷綴町）で開催されました。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

田
人
町
旅
人
字
前
山

と
よ

　
だ

　
　
　

　し
ん

　い
ち

福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
い
わ
き
い
ち
ご
部
会

受
賞
理
由

受
賞
理
由

　福
島
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
ふ

く
は
る
香
」
の
栽
培
促
進
、
「
い
わ

き
い
ち
ご
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
、

収
量
増
加
や
品
質
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　ま
た
、
平
成
30
年
９
月
に
は
、
同

部
会
の
高
設
栽
培
研
究
会
が
ふ
く
し

ま
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
受
け
た
。

　県
や
市
と
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活

動
も
積
極
的
に
行
う
な
ど
本
市
農
業

の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
昭
和
44
年
3
月
設
立
）
平
荒
田
目
字
中
田
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草
野

　城
太
郎

　
さ
ん（
44
歳
）

受
賞
理
由

受
賞
理
由

　両
親
と
と
も
に
い
わ
き
市
で
唯
一

葉
ね
ぎ
の
水
耕
栽
培
を
行
い
、
「
い

わ
き
青
ね
ぎ
」
と
し
て
年
間
約
50
ト

ン
を
周
年
出
荷
し
、
生
産
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　福
島
県
農
業
協
同
組
合
青
年
連
盟

の
委
員
長
と
し
て
食
農
教
育
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
指
導
農
業
士
と
し

て
指
導
活
動
を
行
う
な

ど
本
市
農
業
の
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
。

　平
成
28
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
改
正
農
業
委

員
会
法
で
は
、
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
が
農
業
委
員
会

の
重
要
な
必
須
業
務
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
連
携
し
、
地
域

に
お
け
る
活
動
を
通
じ

て
「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
」
を
進
め
る
た

め
の
、
具
体
的
な
目
標

と
推
進
方
法
を
定
め
た

「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
関
す
る

指
針
」
を
平
成
30
年
11

月
15
日
に
策

定
い
た
し
ま

し
た
。

　詳
し
く
は
、

農
業
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

小
川
町
下
小
川
字
広
畑

く
さ

　
の

　
　
　
じ
ょ
う

た

ろ
う

「農地等の利用の
最適化の推進に
関する指針」
を策定しました

「農地等の利用の
最適化の推進に
関する指針」
を策定しました農地　指針 検索

市HPキーワード検索
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鈴木　一成 さん（51歳）

　石
割
桜
の
名
の
通
り
、
花
崗
岩
の
隙

間
に
発
芽
し
石
を
割
っ
て
成
長
し
続
け

て
い
ま
す
。

　満
開
に
な
る
と
同
時
に
散
り
始
め
ま
す
。

　近
く
に
は
馬
頭
観
音
の
石
碑
も
祀
ら

れ
て
お
り
、
地
区
名
の
「
旅
人
（
た
び

う
と
）
」
の
通
り
、
馬
と
旅
を
し
た
人

が
こ
の
山
を
越
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　樹
齢
約
四
〇
〇
年
に
も
な
る
古
木
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
幾
重
の
時
代
を
わ
た

り
馬
頭
様
と
一
緒
に
街
道
の
往
来
を
見

守
り
旅
人
地
区
の
人
々
の
心
の
拠
り
所

と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　新
元
号
の
は
じ
ま
り
。

　春
作
業
の
は
じ
ま
り
。

　事
故
な
ど
無
い
様
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
平
中
神

谷
地
区
の
鈴
木
一
成
さ
ん
で
す
。

　鈴
木
さ
ん
は
、
現
在
水
稲
15
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
施
設
野
菜
20
ア
ー
ル
を
栽

培
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く

ら
い
わ
き
地
区
青
年
連
盟
委
員
長
な

ど
若
手
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　一
方
、
平
成
29
年
よ
り
農
事
組
合

法
人
稲
郷
神
谷
（
と
う
ご
う
か
べ

や
）
を
構
成
員
5
名
で
設
立
し
、
そ

の
代
表
と
し
て
ハ
ウ
ス
い
ち
ご
栽
培

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

　当
地
区
で
は
今
後
、
ほ
場
整
備
事

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
心

と
な
る
担
い

手
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
い

わ
き
市
は
い

ち
ご
の
産
地

と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
生

産
者
の
高
齢

化
や
担
い
手

不
足
等
に
よ

り
い
ち
ご
産

地
の
消
滅
の

危
機
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、

（
農
）
稲
郷
神
谷
と
鈴
木
さ
ん
に
か

か
る
期
待
は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　鈴
木
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
の
設
備
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
技
術
を
導
入
し

低
コ
ス
ト
化
が
図
ら
れ
、
自
動
化

す
る
こ
と
で
省
力
化
し
、
人
手
の

か
か
ら
な
い
い
ち
ご
栽
培
を
目
指

し
て
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
視
察
研
修
や
農
業
研
修

生
の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
新
規

就
農
者
や
若
手
農
業
者
の
育
成
支

援
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
取
材
も
、
視
察
研
修
を
受
け

入
れ
て
い
る
と
き
に
お
邪
魔
し
て
、

筆
者
も
一
緒
に
研
修
を
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
農
）
稲
郷
神
谷
で
は
、
平
成
30
年

９
月
に
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
団
体
認
証
を
取

得
し
て
お
り
、「
安
全
・
安
心
」の
発

信
、
六
次
産
業
化
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
天
の
つ
ぶ
を
使
っ

た
日
本
酒
「
神
谷
」
や
、
ふ
く
は
る
香

を
使
っ
た
『
苺
酒
』「
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
」
な
ど
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　今
回
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
農
業
が
趣
味
」
と
お
っ
し
ゃ
る
鈴

木
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、
楽
し
ん
で

農
業
を
す
る
こ
と
が
地
域
農
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　鈴
木
さ
ん
が
今
後
も
地
域
の
先
導
者

と
し
て
ま
す
ま
す
ご
活
躍
す
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

　

す ず き 　 　 か ず な り

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

平中神谷

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

　
　
　蛭
田

　秀
史

　副
編
集
委
員
長
）

（
撮
影
・
執
筆

　
箱
﨑

寿
正

委
員
）

　い
わ
き
市
内
の
山
間
部

　田
人
町
の
山
桜「
石
割
桜
」



↑研修に臨むいわき市委員（左）

いわき市と山形市の比較

いわき市農業委員会だより 第181号（4）2019年（平成31年）4月1日

　山
形
市
か
ら
は
、
大
築
義
雅
編
集

委
員
長
を
は
じ
め
編
集
委
員
5
名
、

事
務
局
３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

農
委
広
報
や
ま
が
た
「
穂
豊
帆
21

（h
o
h
o
h
o
2
1

）
」
の
執
筆
・
編
集

に
あ
た
り
注
意
し
て
い
る
こ
と
や
心

掛
け
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　山
形
市
で
は
、
編
集
委
員
就
任
当

初
に
全
国
農
業
会
議
所
新
聞
編
集
部

の
研
修
に
参
加
し
て
か
ら
本
格
的
な

活
動
に
入
る
な
ど
、
新
人
教
育
が
確

立
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
5
W
1
H
の
基
本
を
踏
ま

え
つ
つ
ニ
ュ
ー
ス
性
、
実
用
性
、
地

域
性
、
親
近
性
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

正
確
性
を
担
保
す

る
努
力
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
何
よ

り
編
集
委
員
一
人

一
人
が
自
分
自
身

の
言
葉
で
執
筆
さ

れ
て
お
り
、
研
修

会
や
視
察
も
「
報

告
」
だ
け
に
終
わ

ら
ず
に
、
読
者
が

ま
る
で
会
に
参
加

し
た
か
の
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
記
事
に
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
女
性
編
集
委
員
２
名
が
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
女
性

な
ら
で
は
の
繊
細
か
つ
緻
密
な
視
点

と
相
ま
っ
て
、
皆
で
読
み
合
せ
・
校

正
を
繰
り
返
し
、
事
務
局
と
連
携

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成

度
を
高
め
る
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
編
集
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
ま

し
た
。
編
集
委
員
の
広
報
誌
に
対
す

る
思
い
が
一
つ
に
な
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
研
修
で
あ
り
、
編
集

委
員
一
同
こ
の
良
い
刺
激
を
今
後
の

編
集
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

　16
期
農
業
委
員
初
の
研
修
で
、
貴

重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

　

（
執
筆

　遠
藤

重
和

委
員
）

審
査
の
講
評

市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第
35
回
情
報
紙

コ
ン
ク
�
ル
優
良
賞

第
35
回
情
報
紙

コ
ン
ク
�
ル
優
良
賞

第
35
回
情
報
紙

コ
ン
ク
�
ル
優
良
賞

 

一
般
社
団
法
人
福
島
県
農
業
会

議
が
主
催
す
る
農
業
委
員
会
情

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第
１
７
８
号
（
平
成
30
年
４
月

１
日
発
行
分
）
が
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　表
紙
は
季
節
感
が
あ
り
、

「
が
ん
ば
る
農
業
者
あ
の
人

こ
の
人
」
は
担
い
手
の
声
と

し
て
興
味
深
く
読
め
る
。
農

地
の
貸
借
や
農
作
業
受
委
託

の
参
考
と
な
る
情
報
も
伝
え

て
お
り
、
長
年
農
家
と
農
業

委
員
会
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
し
て
き
た
功
績
は
大
き
い
。

農委広報やまがた「穂豊帆21」の由来

・「穂」茎の先端に花や実が群がること

・「豊」十分で不足がないこと

・「帆」マストに掲げて将来を示すもの

・「21」21世紀に望むために

研
修
日
時
…
平
成
31
年
1
月
21
日（
月
）

出

席

者
…
草
野

　庄
一
会
長
、
遠
藤

　重
和
委
員
、
鈴
木

　義
直
委
員
、

　
　
　
　
　草
野
久
仁
昭
委
員
、
箱
﨑

　寿
正
委
員
、
和
田

　正
人
委
員

視

察

先
…
山
形
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　全
国
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
受
賞
を
皮
切
り
に
優
秀
賞
、農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
　
　
　を
受
賞
す
る
な
ど
、編
集
技
術
が
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

視
察
目
的
…
優
れ
た
広
報
誌
を
発
行
す
る
農
業
委
員
会
の
広
報
編
集
活
動
を
学
ぶ

先
進
地
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た

先
進
地
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た

先
進
地
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た

山 形 市 いわき市

農家人口

農地面積

編集委員数
（女性委員数）

年間発行回数

発行部数

8,234人

137,580ha

7名（2名）

4回

8,300部

14,953人

532,338ha

7名（0名）

4回

10,500部

受賞受賞



農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.40
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

　ご覧になって、詳細を知りたい
という方は農業委員会事務局まで
お問い合わせください。

　この標準額表は、本市の農林業における一般的な作業について、その標準的な金額を定めたものです。受委託にあ
たり、当事者間で委託料を協議するための目安としてご利用ください。

No.
1

2

3

4

田

田

畑

畑

31.09

6.80

12.94

14.85

渡辺町松小屋字中町田（1筆）

渡辺町松小屋字六反田（1筆）

渡辺町松小屋字和久　（1筆）

平中山字諏訪下　　　（6筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
5

6

7

8

田

畑

畑

畑

4.90

5.04

5.01

7.91

平中山字矢ノ倉　　　（2筆）

平泉崎字上河原　　　（1筆）

平泉崎字岸前　　　　（1筆）

平泉崎字根城町　　　（2筆）

平成31年農作業労働賃金標準額が決定しました

【請負労働作業】 （整理田10aあたり・単位　円）

【備考】

作 業 名 標準額（円） 単位 摘 要

育 苗

耕 起
ロータリー耕

プラウ耕

670

畔 ぬ り 50

ブ ロ ー ド
キャスター
による施肥

500

代 か き 6,700

田 植 6,500

薬剤費別防 除 900

ひも込みバインダー 7,500

ハーベスター脱 穀 7,500

ワラ結束の場合2,000円増しコンバイン 28,000

17,000

8,000

3,000

も み 摺

同 時

300

400

色彩選別機

100

ロータリー耕

専用持ち込みの場合

もみ摺・色彩選別機同時の場合

耕 起

刈り取り

乾 燥

運 搬

5,600

薬剤散布

畑作業
果樹園
作 業 2,500

5,800

7,000

個人育苗硬化まで

側条施肥の場合、500円増し。
薬剤等の場合、500円増し。

あ ぜ 草 刈 3,000 自走式草刈機使用の場合

倒伏の場合は、話し合い
による

運搬を除く

く ず 米

300

1箱

1m

1肥料1回
/10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

30kg

30kg

30kg

10 a

10 a

10 a

10 a

1時間

30kg
計量と持ち帰りが条件。
放棄する場合は該当しない。

スピードスプレーヤ薬剤費別

水

田

作

業

コ
ン
バ
イ
ン
の
内
訳

１．　特に、次のような場合には、当事者間で十分協議の
　　うえ調整してください。
　 （1）労働能力（性別・年齢・経験など）、山間部と平坦
　　部、乾田・湿田など農作業に地域差等がある場合
　（２）整理田を基準としていますので、未整理田、土壌条
　　件、農道の状況などの差異がある場合
 　（３）この表に記載のない作業を受委託する場合
２．　１時間あたりの福島県最低賃金(平成30年10月１日
　改定)は、772円です。
３． 賄い費（食事代）は、含みません。
　※　課税売上高が1,000万円を超える場合には、請負
　　額に別途消費税が加算されます。

☎
農業委員会事務局 農地調査係

0246（22）7534

■
売
り
た
い

お問合わせ

【雇用労働作業】 （整理田10aあたり・単位　円）

作 業 名 単 位 摘 要

手 作 業

整枝剪定

果樹一般作業

機械作業 草刈りなど

下刈りなど

下刈りなど

7,000

畔 ぬ り 6,500

10,000

7,000

9,000

12,000

手 作 業

10,000

8時間（1人1日）

8時間（1人1日）

8時間（1人1日）

8時間（1人1日）

8時間（1人1日）

8時間（1人1日）

8時間（1人1日）

水
田
作
業

作

　業

果
樹
園

作

　業

山

　林

（機械持参）

機械作業
（機械持参）

畑 作 業

標準額（円）

いわき市農業委員会だより（5）第181号 2019年（平成31年）4月1日

　平成31年4月1日より、全国共通の農地台帳システムへの移行に伴い、耕作
証明書が変更になります。詳しくは、農業委員会ホームページもしくは下記担
当までお問い合わせください。　　　　　                                  

耕作証明書が変わりました
ご注意

下さい
農政振興係　TEL.22-7534



現　行（2係）

農業委員会
事務局

農政振興係

農地調整係

改　正　後（3係）

農業委員会
事務局

農政振興係
【所管する主な事務】

農地調査係（新）
農地審査係（改）

…年金・台帳・広報・庶務等
…農地等の利用の最適化の推進
…農地の転用許可・届出等

※詳しくは、農業委員会ホームページをご覧ください。

　い
わ
き
市
は
福
島
県
の

中
で
も
温
暖
な
気
候
で
台

風
の
被
害
も
少
な
く
雪
も

滅
多
に
降
ら
な
い
。
我
々

農
業
従
事
者
に
と
っ
て
も

仕
事
の
し
易
い
土
地
で
あ

る
と
感
謝
し
て
い
る
。 

　し
か
し
、
ひ
と
た
び
雪

が
降
る
と
東
京
並
み
の
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
る
。 

　２
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

マ
ラ
ソ
ン
が
雪
の
影
響
で

中
止
に
な
っ
た
。
参
加
ラ

ン
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

応
援
の
人
達
も
残
念
で
な

ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
安
全
面
を
考
慮
し

た
ら
仕
方
の
な
い
決
定
だ

っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
10

回
目
の
記
念
大
会
だ
っ
た

だ
け
に
残
念
で

な
ら
な
い
。 

　サ
ン
シ
ャ
イ

ン
の
名
を
打
っ

て
の
大
会
だ
け

に
ラ
ン
ナ
ー
に

は
好
天
の
下
気

持
ち
良
く
走
っ

て
ほ
し
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

編 集 委 員

　同じ作物を作り続けてい
ると土のバランスを崩し、
生育不良となる連作障害が
出易くなります。一度発生
すると直すのに苦労するも
のです。
　水耕栽培となると諸費用
が高く諦めてしまいますが、最近、比較的投資を
抑えることのできる隔離栽培として袋培地栽培が
少しずつ増えています。
　袋培地栽培の特徴は培地が地床から隔離された
栽培のため外からの汚染もなければ土壌病害虫に
よる被害の心配もなく、自根栽培ができるうえ、
万一病気が入っても袋を取り換える事で対応でき
ます。肥料は毎日決められた量を液肥で施用でき、
潅水は水分センサーで自動潅水することにより過
剰な施肥と潅水を抑えることができます。普通栽
培に比べて収量・品質の向上が期待できます。
　また、袋が栽培容器も兼ねているためベットや
架台等を必要とせず、設置経費が比較的安価で、
整地後にシートを敷いて培地を並べる簡易作業で
自己施工が可能なものとなっています。
　水分センサーにより天候・生育に応じた適切な
潅水ができ、排液量も減らせ、培地は長期（４～
５年）使用できるほか、使用済み培地は有機物を
多く含んだ土壌として耕地に還元でき、環境にも
やさしい栽培とも言えます。
　連作障害など土壌病害虫で困っている方、育苗
ハウスを有効利用されたい方は、検討されてはい
かがでしょうか。　　　　　　　　　

（
執
筆

　和
田
正
人

　委
員
）

（撮影・執筆　遠藤 重和　委員）

事務局の組織が変わりました事務局の組織が変わりました《平成31年4月1日から》

いわき市農業委員会だより 第181号（6）2019年（平成31年）4月1日

トピックストピックス
《中部地

区》

　〔平・
内郷・好

間地区〕

　市
立
平
第
四
小
学
校
学
習

田
を
紹
介
し
ま
す
。

　学
習
田
は
、
小
川
江
筋
取

水
口
（
小
川
町
）
か
ら
約
8

㎞
下
流
の
平
浄
水
場
（
平
下

平
窪
）
の
西
隣
り
に
あ
り
、

面
積
は
5
ア
ー
ル
で
す
。

　昨
年
5
月
16
日
に
晴
天
の

中
、
5
年
生
76
名
が
田
ん
ぼ

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
次
々
と
歓
声
が
湧
き
上

り
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
楽
し
く
田
植
え

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
農
家
の
協
力
の

も
と
、
普
段
経
験
出
来
な
い
苗
の
触
り
心
地
、

田
ん
ぼ
の
泥
の
感
覚
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
て

い
ま
し
た
。

　学
習
田
で
の
田
植
作
業
を
通
じ
て
、
米
作
り

や
田
ん
ぼ
の
多
面
的
な
機
能
を
学
び
、
農
業
を

知
る
機
会
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

蛭 田 元 起 委員長 蛭田秀史副委員長

遠 藤 重 和 草野久仁昭鈴 木 義 直

・
・

箱 﨑 寿 正 和 田 正 人・
・

（撮影・執筆　鈴木 義直　委員）

農業委員会ホームページ いわき市HP（http ://www.c ity . iwaki . lg . jp）内のキーワード　　　　　　　　　でご覧いただけます農業委員会 検索


